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曾
に
請

.願
す
る
決
：議
を 

し
た
の
で

あ

つ

た
。'装
銀
問

!&
に
就
.て
紐
合
は
巧
妙
な
る
計

«

を
粢
出

.し
た
、而
し
て
^
し
全

國
の
各
種
の
‘努
働
妞
侖
ト
通
じ
て
此

»

體
の
勢
カ
を
十
分
に
結
合
す
る
こ
ビ
が
出
來
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れ
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ト

ン
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辉
築
エ
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ス
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ト
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フ
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メ
，

キ
に
於
け
る
が
如
ぎ
失
.敗
は
決
し
て

®

、
b

ぬ
で

.ぁ
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ぅ
言
つ
た
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合
：

§
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^

る
總
て
の
地
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於
て
貨
銀
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均
等
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し
む
る
.爲
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の
職
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に
-於
士
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'
賃
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の
规
；
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：

ま
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賃

_
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上
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れ
#

虫
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輝
せ
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時
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啤
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總
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'
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览
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ぁ

つ
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；
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狗
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總
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シ
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テ
ィ
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ニ
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ド
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か
ら
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何
人
も
派
遺
せ
ら
れ
す
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代
表
洛
を
派
遺
す
る
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. 

利
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承
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せ
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れ
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各
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*

合
か
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も
何
人
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遣
せ

&
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か
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八
三
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半
代
ゆ
ァ
；メ
リ
力
に
於
け
る
全
_
勞
働
紕
合
の
霧

.

f
s:
r
a
.
w
,

|
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1

•
ト

州

二

，
ュ!
 
ロ 

X 

.
ド
ン

.に

.

.住
、®

す
る
に
蛛
つ
た
チ
ャ
丨

| 
,

ズ
•ダ
ダ
ラ
ス

' 

が
[|
[
]
接
 

に
。代
表

•し
作
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
然
し
彼
は

.
マ
ナ
チ

I

I
セ
ッ

-
ッ、の
綿
工
場
に
於
け

「

る
女
工 

及

び

，パ
ノ
年
エ
の
：
爲

に

辯

じ
.た，の
で
あ
つ
て
、、ボ
ス
ト
ン
の
職
エ
の
爲
に
辯
じ
た
の
で
は
®
か
つ

■:
■
 

.
一
.

■:
. 

/ 十
.
.こ
-
.
.
.
• - 

-
-
.
.
.
-
-
.

.

-

. 

.

集

會

_

«
後
系
も
：の

‘

叙
つ

‘
1

囘
に

.地
し
て
一
層
全
國
势
働
者

0

連
I

堅
め
、大
會 

を
紐
織
す

.る
»

市
及
び
地
方
の
龃
合
よ
り
分
立
せ
る
個
性
を
邱
機
關
に

.附
興
す

な
ン
V
ヾ

」

、
な

. 

つ
た

'0
第
二
に
代

*

せ
ら
れ

.た
る
各

®

の
勞
働
龃
合
の
鈕
合
員
一
名
一
月
ニ
セ

:
ン
ト
の
：®
楚 

を
以
て

「

全
國
基
金

」

を
桃
成
す
る
こ
ふ

 

> な
り
、會
规
に
よ
る
會
费
は

«
,年
全
國
的
機
闕
に
挪

a
 

む

V
:

ぐ
、之
を
愈
る
も
の
に
鮮
し
て
は
、挪
込
を
完
了
す
る
迄
組
合
員
た
る
こ
士
を
停
止
す
る
の 

で

あ
，る

P

第
ニ
げ
鈕
合
の

命

令
は

勸

餘

た

る
よ
：
.

C
V

も

他

を
拘
來
す

るe

 
_

つ(

た
b 

v 

t則

こ

よ 

本
t

f

の
採
a

せ
る
總
て

の
參

令

及

ぴ

狹

議
«

此

«:
-

則

に
同
意
を
得
た
，る
興
.極
の

a

合
を

间
 

揉

に

扣

束

す

ベ

し」

ど
あ

る

。

ie
.
に
紐
織
を
完
全
に
せ
ん

.が
爲
に
組
合
の
役
：員
は
特
別
.大
會
を 

辟
麻
す
る
桃
能
を
與
へ
ら
れ
た
。
之
は
從
來
出

I

せ
る
紐
合
過
带

M

の
中
請
あ
る
に
あ
ら
ざ 

4

は
辟
浒
す
る
こ

V
J

が
出
來
な
か
つ
，
た
處
で
あ
る

o 

:

史
に
代
表
方

‘法
に
も
變

®

M

’加•

へ

ら

レ
、

i

各
諸

M
勞

働
俞
合

.は

^
.«1
<
1
1
.
員

.̂
る
同
業
勞
侧
湖
合
が
各
一
名
の
代
»
洛
を

0

逍
す
る

.fc
b
 

广
各
諸
；

.乘
勞

«

:
.«
会
は

^

^
のH

W

名
又
は
：失
以

_下

0

«1
.合
員
に
：付
；

^
:ニ
名
の
代
：表
を
：

^
:り
'
. 

*1
冷

*

に
比

.例
し
て
多
擻
め
代
表

^

送
ぅ
得
る
こ

V
J

に
.改
め
ら
れ
た

.0(

f

 

旨

^

V
I

'
_

:
3

i
.

ソ： 

:•

敎
育
、公
有
地
、囚

^
勞

:«

、政
府
エ
場
に

於

け

る

十
時
問
勞

«
、エ
場
制
度
、婦
人
勞

:«
等

の

從

來
 

の
問
題
が
瑕
び
特
上
っ
％
が
、新
じ
い
；

岡
：：

題
も
漸
く

現
：.

れ
始
め

X
.
居
た
。

蓋
し
物
價
は
劳
干
の 

«

合
た
於
て
ニ
估
に
騰
貴
し
、賃
銀
は
多
大
の
犧
牲
を
拂

っ
た
ス
ト
ラ
ィ
キ
.を
以
て
し
て
も

之 

I:
寧
付

'
# ■な
亦
つ

た
か
ら

、組
合
は
之
に
對
す

る

手
段
を
見
出
す
や

ぅ

努
力

し
、

%

く
し
て

「

&

機」 

V」

協
间

$

&
さ

M々
I

さ
れ
た
。

公
有
地

IL
關

す

る

委

,1
會
を

刺
設
し
や

.

.ぅ

-

の̂
提
案
が

^

さ 

れ
た
的

フ

ィー
フ

.

I
'

，ル

ラ

"

ア

の*
鞍

エ
龃
合
は

「

公
有
地

」

に
代
ふ
る
に

^

^
を

以
て
せ
ん

ふ
し 

允
が

■

決
の

_

«
、此
修
疋
案
ば

-

十
對
十
ニ
の
少
數
に
て
破
れ
た
。
然
し
何
物
を
も
生
逄
せ 

: ^
る

潘
力

ft
#
し
た

，る

*

Q
#

:«
の
猫
架
を
殆
ん
ざ
總
て
受
取

り
、

生
逄

し
た
る

^

は
勞
働

Q

 

1

少
部
分
を
受
取

る

に

す

ぎ

ざ

る

一
大
投
機
制
度
の
拊
源
の
調
资
を
開
始
す
べ
き
泐
議
が
澈 

さ

私
た
碑

#

間
題
摩

*

び
起
っ
た
め

^

ぁ
る
。

.
婺
員
會
は
此
.問
題
を
横
値
の

變
動
す
'る

®

貨

筇
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十
二
卷

r
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全
國
勞
働
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魏
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第
！

11

球

四

六

(
•
K t
斯
の
勿
き
逝
貨
に

.
;0
:;つ
て
動

勉

0
.報
酬
が

^

摩

.勞
働
考
の
手
.に

A

ら
す
し
て
投

「

機
樂 

の
序
に
行

 
< 

の
で
あ
る

i

言
つ
た
。
特
足
の
檟
格
を
貨
貸
す
る
も
の
は

.、®

値
の
變
動
す
る

1
 

貨
が

W

貨
幣

^
.表
面
獲

.値
：に

.
'等
し

'い
M

を
購
買
し

#

ざ
る
ゲ
故
に
、詐
取
せ
ら

.る
：、
の
で
あ
る

o 

此

投

機

は

勞
. «
洛

が

事

業
-E
f
e

V
J

職
人
に
分
立
せ
る
こ
士
に
ょ
り
て
々
を
得
一
る

o

可

i

な 

^

ぐ
み
れ

^

勞
傅
に

#

^
石
支

®

を
.行
ふ
實
際
の
作
用
か

.
ら
.離
れ
る
こ

W

に
な
：る
か
：ら
で
あ 

る

:
之
が
救
濟
手
袭

^
し
て
委

»

會
は

.協
同
制
度
を
提
案
す
る
。
之
は
勞
働
者
の
：自

.己
の
生

. 

產

•

に
-對
す
る

' 
處
分
‘權
を
靡
锻
せ
ん
め

4

で
あ
ら
ぅ
。
協
同
制
度
に
關

.す
る
特
別
委
員
‘會
は 

海
'思
■想
を
：承

P

L
た

れ

は

i

T
の

a

產
、溶

.に
對
し
て
前
大
な
る

.利

f

有〗

す
る
問
®
で
 

あ
.
る
；。

1

層

_

細
：な

る
調

a

を
：必

要

名
f

る
が
故
に

'®
時
^

業
.勞
働
鈕
合
、同
業
勞

'働
齟
合

||

' Q
;

谢
俨
の

.職

^

は
'、典
棚
題
を

_

溃
す
々
手
段
赵
講
す
る
必

」

要
ぁ
り
ミ

#

^
し
、又
大
雷
に
對 

し
て「

諸
業
勞

_修

|1
1

合
及
び

.同
業
勞

#;
組

，合
；，
か
：
ス
，卜
.
ラ
ィ

.

キ
を
應
援
す
る
爲
に
其
有
す
る
*
余 

を
0

0
 
.す
る

.代
り
：に

、
«

略

に
惱
，む

«

合
，內
に
，協
同

_制
度
を
樹
立

.す
爲

1に
基
金
を
使
用
；す
：る
':な 

>

は
多
：
大
の
永
輝
せ
る
利
益
が

if
さ
れ
る
で
あ
ら
う
ビ
の

■意
見
を
表
明
せ
ん
こ

S」

を
希

0

し 

^
(Dpcuole.ntary Hbtory'VI, 

d
p
. 

2
P
I
-
)

.

,
:

V

此
大
會
に
は
紐
：

.合「

の
必「

要
、两
人
勞
働
、政
胗
：瑪

場

^
十
時
間

'勞
働
制
度
，及
：び
婦
人
勞
働
.の
問 

題
に

[1
す
る
諸
の
特
別
報
隹
が
附
識
せ
ら
れ
た
。
婦
人
勞
働
に
關
す
る
委
員
會
は
'、そ
れ
は
洳 

體
上
及
び
道
德
止
婦
人
に
有
寄
に
し
て
、又

^

子
に
取
ち
て
，競

#

者
ヾ

」

な
る
こ
ヾ

」
を
長
文
の
報 

讲
に
陳
述
し
て

©

る
0

-フ：ィ
ラ
デ
ダ
フ
ィ
ァ
に
於
て
は
五
十
八
個
の
同
業
勞
働
鈕
合
中
ユ
ニ
十 

四
個
が
婦
人
勞
働
に
ょ
マ

 

'て
重
大

'な
る
影
響
を
受
ほ
た
。

:若ーし

#

害
が
此
：程

^

で
-止
る
な
ら 

ば
之
を
支
配
す
る
こ

i

.
が
出

*

る

で

ぅ
、

然
し
獲

#
:の
.希
肆
は
之
を
限
宛
.す
る

こ

士
が
出

： 

來

^
限
度

(

原
文
の
儘

)

の
無
い
程
で
.あ

る

9
.

(

事
，業
主
が
兩
性
の
勞
働

.に
試
驗
を
な
し
得
る

‘
？

I 

最
も
勞
働
を

®

す
る
も
の
：を
除
き
、總

.
て
の

.
職
業
は

®

惯
を
破

«
.せ
ら
る
、
侮
險
に
*
し
て
屈 

る
.。

典
事
實
ば
哪
白
で

*

る
o
,.
:
婦

人

勞

；働

：が
：
低

：酿_

る
.

然
■

結

;t
>
‘
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般

に

與

子
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爲
じ

た

る

義

務

を

婦A

が
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し
#
る
こ

i

を
見
出

.
さ
れ
る

蹄

•は
、
彼

等
は
其
特
殊
の
勞

'働
：部

1Z 

を
完
全
に
支
配
：せ
ん
ふ
す
る
に
至
る

.，か
ら
：で
あ
る
。

「

«

惡
は

@

人
に
課

.せ
ら

'れ
て

g

る
。

次 

に
•必
要

•
に
應
す
る
適
切
な
，る

.救
：濟
手
段
を
：提
案
.す
る
の
は
吾
等
の
一
義
務
で
且

'
つ
刹
益
で
あ
る 

名

«
告

戴

('

あ

^
:

州
.立
法
部
は

#

定

#

璐
求
满
の
#
人
が
大
規
模
工
場
に
使
傭
せ

ら

る
、
'ゝ 

こ：と
を
防
止
す
る

」

法
推

'の
施
行
を
；要
求
せ
ら
れ
る
。

然
し
第
一
に
、

*

人
.は
.
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し
組
：合
を
紐

s
i十U

辱
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三
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メ
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に
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努
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紕
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け
る
全
獎
働
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a
\

織
し
な
け

.れ

.ば
な

.ら
ぬ
。、

7 .

ィ
ラ
デ
火
フ
ィ
ァ
布
に
は
四

.
评

名

に

.近

き

紐

合

員

を

有

す

る

婦 

人

肩

H

间

業

勞
.働
細
合
が
あ
力
、他
の
间
業
勞

«

* !
合
ヾ」

同

.一
の
主
義
に
ょ
つ
て
支
配
せ

、
b
 

I 

た
。
,'
r

し
.

h
1

部
分
に
女
子
を
加
入
せ
し
め

^

•
.子
に
比
例
せ
.る
給
付
を
支
給
す
る
ニ
三
®
の
 

他

--
0
勞
#

«

合
か
あ
つ
た

」

。
フ
ィ
ラ
、
デダ

.
フ
ィ
ァ
に
ニ
十
個
存
花
せ
る
婦
人
ク
ラ
ブ
は
、̂
颚 

:0
宗
派
を
援
助
す

.
る
代
り
に
、楚
等
の
婦
人
ど
協
力
し
辦
業
主

.の
腿
迫
を

*

■.破
.す

\

 

■き

.で
あ

’
.る
o

，
入
勞
働
の
影
響
：を
藥
れ
る
同
業
勞
働
魏
合

：

織

^
:身

の

撤

：合
：
.、に
'
是
_
©
«
人
の
加
入
を
許
す 

や

 ̂
.に

^

似

婦

人

.の

龃

合

を.®
さ

し

め

、
困

難

に

方

うT

は

彼

等

の

會

則

に

ょ6

て

支

®

せ

ら 

れ

彼

等

の

被

助'を
.受

：ぐ
^

や
う
彼
等
に
對
す
る
補
助
機
關
た
る
や
う
な
方
法
に
於
て
*
則
を 

规

律

す

》

き
で
あ
る

。s
i
i
t
a
r
y
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ニ
初
期
の
全
國
同
業

勞
慟
組
合 

全
國
諸
業
勞
働

.
_
合
は
論
,
及
び
勸
街
大

會

以
上

に
な
る

.こ

.一、レ...が
：出

.
.̂ 

V 

-P
こ
。：
.
P
'之
、
 

某
勸
吿
は
エ
場
制
：度
，婦
入
及
び
少
年

^

働
、®

A
勞
：
:«
敎
：.育

、十

時

；
間

：勞

，
_

_
稅

、
公

有

地

、協
一
同_ 

度

の

：
如

き

勞
働

.

.般

に

關
係

せ

名

問

題

の

み

に

就

て;s
r

あ

つ

た

。

二
般
勞
働
を
代
表
せ
る
機 

I

で

あ

つ

た

か

ら
#

個
.の
職
業
に
關
す
る
間
題
を
考

it
す
る
こ
、、

」

が
出
來
な
か
つ
た
々
夫

^

職
業
内
に
於
け
る
全
國
顧
合

0

な
す

.

.ベ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
而
し
で
一
八

 

一-:
:

I

年
，乂
 

一
 

\

S

六
年
の
問
に
於
ぼ
尠
ぐ
共
在
.種
の
職
業
が
全
國
大
會
を
開
催
し
、全
國
を
迎
礎
土

し

T

tt
哉

せ
ら
れ
た
。

：

 

.

.

 

:

.

•

•
 

• 

•
.
.
.
.
.
.

-

她
汸
鉗
合
の
妞
織
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
數
：顧
る
多
き
に
：上
る
こ
で
幷
に
內
部
の
改
與
士
に 

よ

つ

て

：、是

等

の

龃

合

靼

織.に
方
ト
、加
入
者
を
し

.て
,
相

：，互

に

競

：
领.せ
し
め
る
こ
士
、
な
っ
た

0. 

有
取
道
路
ど

©

遞
m

扉
ぐ」

が

運
河

i

汽

船

ざ

を
以
て
代
へ
ら

.れ
、遠
隔
の
地
方
を
密
接
な
關
係
：
 

に
置

C

こ

-

に
な
つ
た
の

.は
一
：
八

ご

、一
二
〇

年

〕

の

事

で

あ

つ

ね
.0
ェ
J

 

S

バ
ス
ァ

u 

I

V
 

パ

ド
ソ
ン
河
の
：ォ
ル
。

：:
.
-ー
丨
.を
聯
秸
し
、大

湖

士

大

西

洋

e

の
'
間
に
：承

if
®

水
路
を
形

'
:成
：
^

 

エ
リ

I

連

河

は

I.

八

-基
 

其
'效
.果
：，は

.立

.所
に
兑
へ
た
。

ニ
ュ
ー

4

丨
ク
、
 

パ
:'
フ

ァ

ロ 

I
間

の

運
#

は

運

河

時

代
.以

前

に

於

て

は

一.
ト
ン
？

ル
で
.二
十
の
日
數
が
必 

0

で
あ
つ
た

.
o
'
.
然
る
に

I
其
'後
r
u
.於
疋
は

.等

.級
に
よ
ぅ
十
五
ド
ル
よ
り
ニ
十
五
ド
ド
で
僅
か
人 

f

を
要
す

る

の

み

ぐ
し
^

つ
=
农
。；：

*

»
は
：又
：
'長
距

_

運
河
の
可
能

.性
を
ボ
し
、且
つ
同

.様
の
，®
爾 

な
る

#

情

に

於

て

は

ラ

ナ

ク

；；以
料
外
、の
：大
，西
洋
岸
.の
諸
州
も
參
加
し
得
た
る
西
方
通
商 

に

華

し

て

今

や

一

一

ュ

！
 

”
丨

ク
.州

が
^

利

ミ

な

つ

て

羡

蕻

の

念

を.起

さ

し

む

る
に
B
至

つ

た

。
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八
三
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メ
リ
カ
兵
け
る
全

.國
勞
嘞
駔
合
め
活
.動
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1
'

八

ニ
六

.年

べ
ン

シ

ル

ベ

ー

一ア
州
に
於
て
は
ビ
ッ
ツ
ふ
ー
グ

'に
.
.至
る

.運

.河
士
離
遞
さ
の
泯
合 

刺
度

' に
着
手
^

一
八

---
ーー 

四
年

之

を
兜
成
し
た
。

.
同
年
メ
ー
”
丨
ラ

yド
、、パ

!

ジ

,
ア、ぺ
ン
シ 

ル
/べ
；ニ

'
ア
諸
州
に
於
て
は
：遂
に
完
成
せ
ら
れ
す
じ
て
終
つ
た
が
、チ
モ

I

サ
ビ
ー
ク

.オ

ハ

A:
オ
 

1

運
河
を
開
，
す
る
合
資
會
社

.を
特
許
し
た
。

一
八
三
〇
年
オ

、ノ'
ィ
オ
ー
州
；に
於
て
は
シ
ン 

シ
ナ
タ
ィ
ふ
デ
ィ
ト
ン

i

を
連
結
し
、

1

八
三
'ニ
年
に
は

H

リー

湖

オ

>'
'ィ
オ
ー
河

i

を
連 

結
し
た
？
是
等
及
び
其
他
多
數

0
述
河
は

：

商
工
業
を
營
む
海
港
ヾ

」

大
湖
两
び
オ

、ノ
ィ
オ
ー
、ミ
 

シ
シ
ッ

.ヒ
1

兩
河
に
沿
ふ
農
業
地
方

.ミ
の
間
に
於
け
る
不
斷
の
水
路
を
提
供
し
た
？

運
河
の
不
可
能
な
る
地
方
に
於
て
は
鐵
道

^

敗
書
：せ
ら
；れ

.た
，

一
凡
三

〇

年
の
終
に
於
丨
て 

T

メ 

V
力
に
は
鐵

道
'が

牌
に
一
一
千
三
西
マ
ィ
ル
弱
ぁ
つ
：
た
が

^

ほ
.第
一
の
交

M

機

關

i

思
#
 

せ

.
S

れ
，たこ
士
は
無
か

.
っ
た

.01

八
' 
ニ
八
年
七
月
四

P

バ
グ
テ

f

モ
ア
！
オ
ハ
ィ
オ

1

鐡
道
：
 

が
開
始
せ
ら
れ
、

I
.

八
四
一
一
年
に
は
力
ム

_
、パ
1

ラ
ン

.ド
に
、至
る
迄
究
成
せ
ら
れ
、
一
八
三
三
ハ
ヰ
南

. 

力：
.ロ
ラ
ィ
ナ
鐡
逾
が
踩
三

.十
六
マ
ィ
：

.

.ル完
：成
せ
ら
れ
、

「
八
三
八
年

.

.ボ

.：ス

.
ト
ン
は
三
條
：の
小
道 

路
を
通
じ
、エ
ツ
ー
運
河
に
ょ

9

て
來
る
物
資
の
取
别
を
開
ぐ
こ
ど
が

.
出
‘來
た

O

是
等
の

0

0
 

の
.
.外
極
め
て

.

.多
ぐ
の
小
逍
路

.が
海
岸
に
沿
つ
て

r
a通
し
、旅
客

.及
，び

.輕

M

商
品

の

迅

速

運

送

の

便
.を
髒
し

■た
9

.
入
へ
：

"
'ぅV.:

ンし
. 

ぐ

：
-

®
の
如
き
改
度
は

 

'工
業
中
心
地
を
一
層
接
近
：せし
め
、相
互
に
競

#

す
る
に
至
ら
し
め
た
。

I

八

f

年
ニ
ュ

i

i

ク
市
に

' 於
け

'
る
..ス..
'■ト

ラ
イ
キ
の
：後

靴

^
保
東
部
諸
州
か

.
6
 #
常 

に
多
量
の
低
廉
な
る
勞
餅
が
髒

さ

る
、

が
故
に
、小
賣
價
格

.
の
引
上
が
®
藤
な
る
爲
め
で
な
い 

な
ら
は
決
し
て
ス

ト

ラ
.令
キ
を
.起

さ

ド
る

べ
き
こ

.
i
を
宣
言
し
た
。
同
年
：，
ス：イ
ラ
デ
グ
フ
イ 

ア
の
製
鞍
エ
か
賃

'学
値
上

.の
爲

.に

.ス
ト
デ
イ
キ
を
な
し
た

る
時
、パ

1

ジ
二

ァ
、南
力
ロ
ラ
イ
ナ
、
 

ゲ
イ
ジ
ア
ナ

f

イ
ォ
丨
諸
州
の
フ
ィ
ラ
デ

ボ
フ
イ

K

商

品
I

I
客

：に

對

：し

て

、
フイ
ラ

デ
ル 

ブ
ィ
ャ
の
事
業
虫
は

_

文
を
充
す
爲
に
車
部
の
作
業
を
輸
入
す

4

か
ら
、
'フ
.ィ
ラ

.デ
ル

フ
ィ
ア 

に
於
て
購
入
す

.る
の

I

丨

ラ
.
デ

ダ
ネ

ィ

ア

の

土

地

こ

：

I

I

す
る
必 

®
を
見
出
し
た
。
貨
物

0

み
ギ

各
地
の

問

を

曲

に

通
過
す
る

の
.で
は

無
い
、人
も
又
同
慌
で 

•

J

つ
て
勞
優
客
ざ
の
間
に

.
不
和
の
ぁ
る
時

'に
は
ボ
業
生
は

.他

.の
地
方
の
勞
働

S

'求
.め
る
廣 

沽
を
な
す
こ
ふ
が
出
來
た
め
で

.ぁ
る
。

現
：に

—八
三
六
年
二
ュ

丨

•ジ
ャ

i

l

州
ニ
：

丨

•ブ 

.ラ
ン

. :
ス
ら
イ

,
ク

.
©製
靴
土

0

ゃ

キ

中

に

は

事

：業

.

.主
は
ニ

0|
名
の
職
：エ

.を
：求
ひ

4

廣 

i

を
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
に
於
で
行
ひ
、シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
親
方
建
築
エ
は
、職
工
が

.

ス
ト
ラ
イ

里

ゴ

：一■卷

n

i5

1

八
三
〇
¥
代
めn

l
i

於
け
る
全
國
益
組
合
の
齧 

璧

號

J

/,
 

. 

. 

.
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三
’四
0
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ー，八
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:0
弗
代
の
：ァ
メ
リ
夂

於̂
け
る
全
國
勞
働
.組
合
^

^

,
第
1
1
1
號
_

五
ニ
：

. 

: 

- 

ゾ 

r 

' 

,

キ
を
な
せ
，る
時
、建
築
：エ
、石
土
等
：を
求
む
る
廣
吿
を
フ
ィ
ラ
、デ
ル
！

\

ィ
ァ
に
行
つ
た
が
、此
地

'
0 

職
工
；は

「

取
に
鴨
を

■

へ
が
敗

*:1

で
あ
る
か
ら
廣
吿
に
注

.窓
す
ベ
か
ら
す
じ
新

.間
紙
を
^
じ
て 

，公
吿
し

.
た
。

=

フ
ィ

“フ
、デ
ダ
フ
メ
ァ

0
鞍
及
び
埸
具
製
造
職
工
は
一
八
三
五
年
賃
雜
增
加
の
爲 

に

ス

ト

，ラ

ィ

キ-
を
な
；し
た
る

‘時「

全
合
命
衆
國
の
鞍
及
び
%
具
製
遊
職
エ
に
對
し
て
罔
齿
を
發
行 

b.
J、同

#

に

一

於

で

就

寒

を

：
求み

ざ

る

べ

き

，

」：

i

を
.
f
f
i
.

求

す

る
.爲
に
娄
員
會
を

m

m
し
，た
。

其
囘 

街
。

.は
海
君
は
傭
主
於

^

限
、
月
限
、
®

限
又
は

'
日
限
を
以
て
ず
”る
如
呵
な
る
仕
串
の
提
供
を
も 

拒
絕

-す
ベ
き
こ

.を
免
要
求
せ

&

れ
ゐ
。

之

.は

.諸
國
の
脒
に
承
認
せ
る
而
し
：：て
戰
畤
に
實
行
せ 

ら
れ
た
る
原
則
で
あ
る

」

ミ
言
：っ
て
居
る
。

主
i

€

«

■
中

(-
■
於

p

外
國

.，0=
商

^

及
.び
巧

b

?:
十
^
_
_
破
壞
者

：：.

を
：输
入
す
：る

.

.こ

.
^

j .
Q

有.̂
cv. 

得

る
こ

i

は
、地
方
紐

.合
間
に
：於
け
る
頻
繁
な

る
' 跸
糌
通

®

^
源
：
©
:し

た

.。

此

寧

は

相

互

の關 

係

を

親

：密
«:
ら

し

め

：、
全
0

駔
却
の

«

成
が
眞
に
ブ
歩
に
し
て
達
せ

'
:
:
ら
る
、
に
至
っ

/2
9

多
數 

の
職
業
に
於
て
地
方
間
の
迪
絡
通
信
が
特
に
ス
：

ト
ラ
ィ
キ
の
；際
に
.交
換
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
，
 

が
、又

^
取

製
造
職
エ
、趴

«

職
エ
、鞍
製
造
職
エ
、家
具
製
造

®
#t
鋳

物
®

エ
、
M
紙
職
工
の

f

多 

数
の
職
龙
の
叫
に
全
國
機

|]
-

の
.||
1

織
が
提
案
せ

‘
ら
れ

'/
2
の
で
あ

' 
る

が
、實

際
に

其

實

現
す
る
に

至
つ
た
の
は
；製
靴
職

1
、印
刷

.職

エ

*
製

櫛

職

工

，、
建

築

職

エ

、
機

織

職

エ

の

五

純

.に

限
'ら

れ

.た

の

で 

あ

つ

た
0(

0
。
ョ
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4
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a
r
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5
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マ

黹
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に

舉

ぐ

ベ

き
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©
.は『

製

靴

織
.エ

全

：國

協

同.鉬

：合」

で

ぁ

0

で

、

製
：，

靴

業

：
は

攀
 

 ̂

f

彳
の
職
業
ょ
り
も
完
全
に

-

人̂
資
本
家
の

#.
振
す
る
處
で
ぁ
つ
た

o;: 

|
:
:
八「

|ーー

£

年
：
+

^
ンヾー

” 

!

ョ

ー
ク
に
開
催
せ

ら

れ

た

る
全
國
諸

.業

.勞

働

_

合
为
貪
の

：«:「

後

、̂

_

«
エ
_代
.表

漭
が
'集
命 

し

て
、全
合
衆
國
を
通

す

る
製
靴
職
エ
の

總

"鈕

合

を

|{
1

織
す
、ベし

i

決

_

し
た
。
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.其

第

一
闾

の
大

食

は」

八
士
ー 

六
：年
三
：月
ラ
ュ
丨
•ョ
ー
ク
市
に
開
催
せ
、ら 

f一
一
 

ュ

I
 

•ョ

ー

久

及

び

一

一

：

ュ

.
1

•
へ
ブ
ン
、ダ

^

^

グ
ン
、一
一
ュ
ー

ブ
！

ク
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ァ
部 

近

R

T

*$■
,個

rf
か
ら
代
表
：者
：

.四
'十
五
名
が

.
出
' 席

•じ
、又

ト

ロ

.

ィ
、ォ
て

ハ 

一}
丨
、ソ
シ
シ

卜

ン
等
か 

6

文
書
を
以
て
，大

#

に
.0

成
し
、其
卿
告

.す
る

.如
何
な
る
手
段
に
も
協
力
せ
ん
マ

」

し
：て居
：る
こ 

ミ
を
：聲

’明

し

た

？

而

キ

て

太*

は
.：
會

則

を

可

決

：
I

製

#

職

填

全

藤

合

I

名
辦 

總
て
の

•

合
は
定

.時

®

厄

の

：0
.

0

を
な
し
、賃
銀
の
樹
額
を
要
求
し

.
又
.は
賃

.銀
の
、

*

額

£

反
對 

す

る

I

IU
合
の
ス
ト
ラ

ィ

キ
に
：際
し
、拨
助
す
る
必
要
ぁ
る
時
に
は
他
の
總
て
の

«

合
は
各

®
 

合
員
に
：對

し

!

週
、六
セ
ン
ト
四
分
を

:1
'
ら
ざ
る
課
稅
を
な
し
ス

.
ト
.
ラ
ィ
キ
を
支
持
.す
る
の 

第
ニ
ナ
ニ
卷

(

三四：五

)

一
倉

0
年代
.の
ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
秦
國
勞
働
組
舍
の

'活
動
；：

望

號

f

r



.

第
--
*ー

十

ニ

卷(

三
：
四
：丄
ハ

)

：1
'八
：三0
年
代
0
ナ
メ
リ
ヵ1̂
於
け
る.
.全
國
勞
働
組
合
の
活
動
：

 

I

s
 

-

I
 

で
あ
っ
た

0

ス
ド」

ス
イ
キ
，の
行
は
れ
っ
ゝ
あ
る
間
何
_れ
の
鈕
合
も
就
業
の
意
思
を
以
て
ス
ト 

1

フ
イ
キ
の

'
行
は
れ
っ
ゝ
あ
る
都
市
に
赴
：

-

爲
に

.

.組
合
員
に
證
明
書

-を
發
行
せ
ざ
る
、，一

i

、
し

. 

た
.。

■

明
■書

^

得

S
あ
後
、組

.合
員

.が
耀
則

」

に
.違
反
し
た
る
時

は

、

ス

ト
ラ
ィ
キ
不
參
加

■'の
行
.爲 

ミ
認
め
、違
反
者
に

?

ル

票

ら

ざ

る

罰

：金
：彭
課
し
た
卩

11
に
各

.紐

.合

.は
-他
：の
樵
合
の
加
入 

#

ヵ

'
.
«
町

を

訪

.

.
れ

^
,

，る
時

：
に

は

'

「

低

T:
せ
:;
'
る
' 

賃

銀

‘
を

以

'
T

勞

r
働

.
す

る

必

'
要

：
.
な

.
か

.

.
ら

し

む

，
名

.

.

.

.
爲

に
 

彼
の
旅
行
を
：實
行
し
得
：る
や
ヶ
該
組
合
員
に
特
定
額
の
金

®
:を
與
ふ
ベ
き
こ

L
Cを
定
め
た
。

是

.^
の
個
條
は
之
に
同
意
し
た
る

&

て
の
細
合
を
拘
束
す
る
の
で
あ
っ
た
。

(
D
O
S

日entary 

His- 

tory, 

V
I
,

 

pp. 

. 

■

大
會
の
，最
も

$

要
な
る
仕
事

.
_
'全
國
に
百
て
賴
職

'業
に

.對

す

各

標

：準

：賃

銀

表.■を
：
采
_

6

^

た

こ

S

で

办

っ
.
た
。

令

n
r

に
於
で
ゆ
此

»

鐵
表

.
滅

麗

出

；さ

：
れ

な

い

が

ニ

ユ

1

7
 

Iク
‘
エ

ゾ

ザ

ベ
.

ス
タ
ゥ
ン
、ブ
火

1

ム
フ
，
ィ

I

ルド、フィ
ラ
デ

M

フィァ

.
の
製
靴
職
工
が
質

^

の
^
^
要
余

の
爲
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を

^,
し
、r

今

IB
J

0.
太

#

g
:

於
て
採
擇
せ
ら
れ
た
る
櫸
準
表

J

h

y

六

パ
1

セ：

ン：

ト
割
引
せ

る

ょ
り
も
尠
く
無

い

賃
銀
表
を
提
出
す
る

」

こ
士
を

勸
吿
せ

る

中
に

«

採
擇

せ

ら 

れ

た
こ

V
J
'

を知るの

.

である

.
o
. 

ニユー

.イ

y 

V

ラ
ン
ド
！諸

.
州
に

.
於

^ .
:

る
■
製
：靴
職
工
は

中
部

及

び
南
部
諸
州

|:
於
.ば
：る
ょ

6
.も
1

か
.
に
賃
銀
が
低
下
し
て
居
り
、大
會
に
仳
表
：者
を
派
逍
し

/'
, 

か
つ
た
か
刹
合
を
紐
織

3

標
準
賃
銀
：を
採
擇
せ
ん
こ

VJ.

を
幾
，
®
•せ，ら

.れ
た
。
其
他
の
考
處
せ 

ら
れ
た
問
題
は
婦
人
勞
働
、徒
弟
、囚
人
勞
：働
、外

_

製
：_品
.
ジ
ェ
ネ

I

バ
.
製
.靴
職
工

.騷
擾

4f
>牛
に
於 

け
る
サ
ベ
ー
ジ
判
事
の
刺
決
で
ぁ
つ
た
。

(

是
等
の
諸
項
に
就
て
は
拙
«

「

ァ
メ
リ
力
に
於
け
る 

地
方
的
勞
働
紐
合
の
洁

#

(

本
誌
第
ニ
十

1

卷
第

4- 

F
*
:

所

*)

を
■參
照
せ
ら
れ
ん
こ
？
を

^

む
、
 

•近
著
 

A
n
t
h
o
n
y

 

B
i
3
b
a
,

 

-the 

H
i
story 

of the 

Arnerfcap 

W
o
r
k
i
n
g

n
p̂'pp. 

9
IVO
3 
も
參
ぶ
の
一

 

w
 値
，
 

力
ぁ

1

*
人
勞

f

^
li
]

し
.て
は

.賃
學
が
樹
加
し
得
る
や
ぅ
に

«

合
.を
.

«織
す
る

.決

_

が
ハ
农
#
 

せ
.ら
れ
、徒
治
に
關
し
；て

 

'或
龃
合
は
鈕
合
員
を
し

T

;

時
：
'に
.
.ニ
名
以
：上
の
徒
，弟
：#

使
傭
す
る
こ 

i

を
禁

f'
る
乎
段
を

.採
ら

3
)

め
：ん
ど
し
た

o

外

H

製
品
：
®

_

入

^

之
に
ょ
ぅ
：て
圓

•%
% 
S

0
 

な
ら
し
め
、從
つ
て
贷
鈒
の
減
額
の
原
因
た
る
限
に
：於
て
、

是
.：

等
g

生
產
に
#
«
せ
る
職 

ェ
：の
：利
益
を
破
壊
す
る

」

士 

_
言
せ
：ら
れ
、職
ェ
は

「

斯
る
商
品
の
輸
入
又
は
販
資
に
從
事
す
る

 ̂

の
爲
に
勞
働
す
る

.
Vぢ
j
>r'
拒
：絕
す
る
や

'ぅ
に
希
紫
せ
ら
れ
た
。

ta
-:
人
勞
働
は

.調

«

に

it
'i
r
ら 

れ

*

し

13
凼
勞
働
：占
競

.讲
す
る
こ

i

M
見
出
さ
れ
た
る
：時
は
囚
人
の
製
造
に
係
る
、

®
.を

*

^

: 

せ
ん
が

#

に

ft
有

^

る
ェ
場
：の

-爲
：
(■
-
榮
爾
す
る

.
こ
.VJ

を
：拒
絕
す
る

> j 

V
J

>
な
つ
た
。

サ
ベ
ー

f
十

二

卷(

三
四
七
> 

1

八
三
0 ,
年
代
6 ,
ァ
メ
リ
ヵ
に
於
け
る
全
阐
努
働
虮
合
の
活
泐
. 

第

裏

菜



m
v
l十

二

卷
.
Q
3八)

1
A三
〇
¥
代
のK

メ
リ
ヵ
毖
け
る
蚕
翳
働
組
合
の
：活
鲥

 

0

0
 

i六
. 

ジ
判

_

の
判
決

6

就

.卞

も

調

：资
0
.爲
に

^

長
會

^*
仞
命

.せ
ら

.れ
：
た
。
，

此
大
會
は

.記
、錄

に
示
さ
れ
た

る

最
初
に
し
て
且
つ
最
後
の
大
會
で
ぁ
つ
た
。
间
年
九

：

月
_役
，：
 

員

.の
：適當

■さ
認
む
る
地
に

■於

^ :
了 

る
こ
士
意
見
が
纏
全
ぅ
、新
聞
の
公
を 

Pよ
れ
ば
十
；
月
第

t

一
月
_
日
に
二

 

ノ
ー
•

>
丨

ク
市

に

於
て
集
會
し

/2

が
、
5 1
:

詳
細
は
知
る

こ 

V
J
が
，，

出

來

な

い

。
.又

：
一

八
-

七
：年

九

月

二
十
五
ロ
フ

ィ

ラ

デ
ル

フ
ィ

ァ

，に

於

て

全

國

大

會

の
 

開
催
せ
ら
れ
た
こ
さ
狀
新
關
記
事
に
よ
つ
て
推
察
せ
ら
る
、
が
、之
に

®

し
て
も
詳
細
な
る

記

錄
が
無
い

。(D
o
c
u
m
e

艮a
r
l
H
a
s
y
,

 

VI; 
pp. 

3
3
0
、

备

以
上
は
製
靴
職

h
i
'
0
全
固

'紐
合
に
就
で

U
X 

#を
。：

次
に
擧
ぐ
べ
：き
も

0

は「

活
版
職
^
全
國 

組
合

」

で
ぁ
る
。

上

A

rr
i 0

年
、よ
り
一
八

-5
ホ
ギ
に

M

る
迄
の

_間
に
於
.て
尠
ぐ
共
十
四
個
所
に 

十
闽
個

0

組
合

.が
組

8:
を

^

め
ら
れ
：又
は
新
；に
細

«

せ
ら
れ
た
。
其
主

^

な

：
る

地

名

を
/]
;
*
•
せ

は
二
ユ
！

ヨ

I

ク
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、パ
ル
テ
：ィ
モ

7
1

、タ
ッ
チ
モ
ン
ド
、

—
ユ
！

ォ
レ
；
リ
I 

ン

ズ

、
ル
ィ
ス
へ
ビI

ル
、シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
等
で
あ

.る
。

I

シ
ン
ト
ン
に
は
一
八
一
五
年
に
奪
立
せ 

ら
•
れ
た

「

コ
ロ
ン
ビ
ァ
活
版
職
エ

*1
合」

が
舊

M

の
儘
を
以
て

#

續
.し
た
。
紐
合
相

®

間
：に
於
て 

頻
繁

.(
:

通
信
が
交
換
せ
ら
れ
た
。

フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
妞
合
は

‘
一
八
三
三
尔

II
I
.織
せ
ら
れ
た

る
後
間
も
無
ぐ
全
國
：の
活
版
同
業
龃
合
間
に
通

.信
を

|}
9

始
す
べ
き
權
能

.を
與

.

.

.
へ
ら

.れ
、ブ
八
三 

四
年
設
立
せ
ら
れ
た
リ
ッ

' 
チ
モ
ー
シ
ド
龃
合
も
麻
信
を
昍
始
す
る
爲
に
檄
を
飛
し
た
。

斯
の
如 

<

し
て
任
意
に
開
始
せ
ら
れ
た
通
信
は
、一
八
三
六
年
全
國
鈕
合
を
組
織
せ
し
む
る
に

M

つ
た 

の
で

あ
'.
.る
。

此
當
時
發

/+
'
し
た
組
合
の
組
織
改

&
.は
機
雜

0.
目
的
を
變

®

せ
し
め
た
。

Ml

合
員
の

.
_炎

/0
;
 

に
方

&

補
給
を
與
ふ
る
代
り
に
：、同
業

#

働

«

合
は
今
や
秀
々
，

.の
職
業

.を
保
護
す
る
に
至
つ
た

o 

此
變

®

は
印
刷
業
に
於
け
る
變
革
：の
結

.果
：W

し)

て
.生

じ

た
..
0

第

十

九

世

紀

の

最

初

の

四

半
 

紀
中
に
人
口

#

加
に
伸
っ
て
報
導
機

P

ヾ

」

し
て
週
刊

」

新
,聞
は
日
；刊
新
聞
に
其
、地
位
を
譲
る
こ 

W

に
な

\

三
十
年

.代
に
於
て
は
通

«

機
.

_の
改

_

_

は
容
易
と
な
か
、

«

速
な
賴
革
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

マ
八

I

〇
年
ァ
メ
ジ
力
に
は

'二
十
八
：
 

種
の
日
刊
新
聞
が
あ
つ
た
が
、一
八
三
〇
年
に
は

3£
十
翻

'

八
四

Q

年
に
は

I5
T

g
十
八
種
を

T
 

ら
ね
多

.數

€'

な
：夕
た
。

撕

4

發
達
に

；

ょ
ぅ
て
實

_

印
刷

'業
莕
は
事
業
：支
.配
權
を
失
ひ
始

め
.

た
。
 

時
事
の
報
導
が
緩

®

で
あ
つ
た
時
代
に
彼
が
一
般
印
刷
寒
を
槭
張
せ
.ん
士
欲
し
た
な
ら
ば
宛 

期
新
聞
を
發
行
す
る
こ
ざ

'が
出
來
た
。

彼
：自
ら
編
輯
し
、

1.

名
の
職
工
及
び

.
_ー'
.、こ
.名
の
；徒
弟

'に
，

第
二
十
二
卷

(

三：四九

)

一
八
：三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
ヵ

LL

於
け
る
全
國
勞
働
紐
合
の
浓
勋

 

笫
H
號 

五
-b



笫

二

十

看(

三
五
©〕

.八
一8

年
代
'の
ア
メ
リ
ヵ|1
於
け
る
全
國
勞
働
組
合
の
活
勋

 

s

s

JL
V
 

補
助

ぜ

し
め
で
植
字
し
印
刷
亦
る
こ
士
が
出
來
た

.の
で

.
あ
る

o
.然
る
•に
新
秩
序
の
下
に
於
て 

は
印
ハ

®

に
關
す
名
知
識

.

は
！#

辱
第

V
f

義

Q
:
®

要
性
を
失
ひ
、新
聞
を
起
業
し
、資
金
を
#
、購
鑛
寧 

を
集
め
、特
殊
の
利
益
を
促
進
す
る

.
能
方
如
何
の

.
問
題

}

な
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
の
如

C

し
て 

斯
業
に
從

_

す
ち
者
は
：：第

，
に
生
計
の
爲
に
ぁ
ら
ず
し
て
政

.

.治
«

業
、
:1
1

業
、勞
働
の
如
き
取
業 

^

宣
傅
す

.る
に
在
つ

.
/2
。
.
.
：

：
. 

'
• 

.

 

.. 

. 

.

.■

.

. 

最
初
の
特
殊
の
辦
業
に
：關
す
る

'新
聞
は
：政
導
政

'治
：
'に
ー
尊
心
す
.夺

 

て

、
一.

七
し

L

 ̂

 ̂

せ
ら
れ
た

」

フ
ィ
ラ
デ
ル

V
フ：ィ：：アの

.

「

オ：

1

.ロ

ラ」

は
ジ
丈

フ

ァ

1

ス
ン

民

主
寧
を

代

表

す
 

る

も

の

で

め

り

、
一
一
：
.
ユ

!

ヨ

1

ク
の

「
ィ
ズ
ー

一

ン
ダ
•
ポ

1

ス
ト」

は

ア
レ
キ
サ

ン

ダ

ー

，
ハ

ミ

ゲ

ト

ン
 

及

び

ジ

ロ

ン
•ジ
ェ
ィ
の
後
援
を
：以
て
ー
八

0

マ
部
創
刺
せ
'
£
れ
た
の
で
あ

る
o

三
十

年
：！,

に 

庚
-
る

ミ

多
數
の
新
聞
が
政
治

^

に
，
掌
握
せ
ら
れ
：、政
黨
の
：政
策
を
奉
じ
、政
戴

-に
' ょ

.

Cv 

S

殺
與 

ぎ
か
ど
は

2

た

r

K

r
業
に
政
治
的
資
本
丰
義
の
侵
略
せ

る

、最
初
の

®

著

な.
る
®

列.
は「

ラ 

ナ
ィ
テ
ッ
ド

•
ス
テ

ー

，ツ

•
'ズ

K
ザ
フ
：

?

で
あ
つ
た
：。：
ダ
ー

.
< 

ン，

、ノ
.
ィ
ス
に
於
て

1

新

W

を

.1
收
し
、ジ
ャ
：ク
ス
：ン
の

'爲
に
ミ
ゾ
リ
ト
州
を
圈
結
せ
し
め
た
が
、
 

i

:A
I1

六
年
ジ
ャ
ダ
ス

y

P

迎
へ

'
ら
れ
て
ソ
シ
ン

.
ト
ン
に
至
り
、前
記
の
新
間
を
個
始
し
た
。

而
し
て
其
勞
に
報
ふ
爲
ジ
ャ
ク
ス
ン

15
主
黨
：は
上
院
に
：於
て
一
致
し
て
彼
を
上
院

0
.
:印：刷

.

.
# 

に
.摩
げ
た
。

.(

常
.時
に

'於
で
は
：兩
院

.共
'も
れ

.く

印

：刷
 

せ
し
め

'た
の

.
で

*

つ
た

。) 

典
.後
‘彼
は

.下
院

.■幷
に
官
廳

.の
印

.

«を
：も
引

.受
け
た
。

之
は
：自
ら
言
ふ
處
に
ょ
れ

.ば

^

收
五
.馮 

ド
’
ル
の
權
値
が
あ
シ
、印
刷

.職

工

の

推

算

ド

ょ

一

れ

：
ば

三

十

莴

ド

：
ル

.
を
へ
下
ら.ぬ
、®

で

あ

つ

た|°
政
 

治

以

外

の
*

殊

の
®

業

鐘

t

る

新
_

は
：
農
：
業
、
エ
，
業
、勞#
は
専
心
す
る

v

新
雜
で

&
:つ
'
て
、
農
*
: 

新
：
聞
：は

十.こ
を
：箅
し
、两

3

®
は
' 
マ
八
ニ
七
年
以
前
に
、爾

t

«

_
後
に
创
始
：せ

v

ら
.れ
、勞

_

.新
_
 

は

'
1
,
A

M

 

s
'年

ミ

I

A
四

o

年
迄
の
間
に

'興
れ
た
を
も
：

0;
.が

-
+
一 

ゼ
下
ら
な
か
つ

.
/2
。
 

エ
寒
新

.間
の

#

殊

の

！
例
は

•フ

P

ビ
デ
ン
ス
の

「

ジ
ャ
ー
ナ
火

」

であつて

.、合
衆
國
に
於
.け
る
綿 

H

寒
の

*

祖
”
た
る

-
す
.
A
エ

^

ス
レ
丨
タ
丨
が
ー
八
一
九
年

.他
：の
實
業
家

i「

共
力
し
て
側

^

し
、
 

其
：*

箱

0,
言

,

に
.
ょ
れ
ぼ
政
黨

«:
治
：に
何
等
の
陋
係

#

有

せ

：
中「

唯

生

產

エ

，幸

の-利

益
{:
沒

«
 

す

る

の
で

あ
つ
一
た
。
，
然

し

太

部

分

に

於
#
、エ

_

新
_

は

政

：
治
"的
保
饑
主
義
者
减
び

_

山

i

 

新

if
さ
.區

■別
が

'無
い

^
蜂
办
：つ
た

。
：

’

新
聞
の
宠
配
に

#

殊
の
利
益
を
：進
入
：せ

じ

む

る

こヾ

」

は
、他
の
產
業
に
於
て
仲
介

^

又
は
商 

人

*

本
家
の
進
：入
と
同
等
で
あ

0

た
"
.一：然

[>
未
だ
機
械
に
莫
大
な
る
投
資
を
必
要

V」

す
る
機

:
第

二

十

二

卷
Q

S

W

1
<
三
0
年
代
：の
ア
メ”
ヵ
！1
於
げ
る
全
國
勞
働
組
合
の
活
勋
' 

第
：三
.號
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1

於
嚐

.全
阔
勞
.働

組

合

の

活

動

 

第
I

六o

相
の
改

M

か
雜
ら
な
か
つ
た

o ,

印
刷
機
械
の
運
轉

：

に
蒸
汽
を
利
用
ず
る
こ

S

は
一
八
三
五

#

ま
で
行
れ
な
か
：っ

■

 

八
二
八
年
に

.用

ひ

ら

る

、
に
至
つ
た
圆
筒
印

刷
；：は

：：

手
を
以
て
運
轉

せ
ら
れ
、植
宇
製
版
は
时
ほ
久

b

ぐ
手
工
に
よ
つ
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。
獨
立
印
刷
業

^

を

{

H

場
よ
り
驅
逐
す
る
：に
至
つ
だ
の

'
は
.時
事
の
報
導
及

.び
宣
傅
の
新

.市
場

.の
所
爲
で
あ
つ
た

.0

發
行

者

は

實

際

印
刷

者

た
.，
る

；
必
避

が

な

ぐ

な

つ

た

。

彼
、の

財

政
.上
.
.の
.支

.持

は

鱗

讀

«
投
M

济

及
び
後
援
者
に
到
逯
す
る
能
力
に
よ
ふ
の
で

.あ
つ
て
、工
場
を
管

a

す
る
能
力
に
よ
る
の
で
は 

な

ぐ

ぴ

ぺ

つ

だ。
:-
:
-
:.
-:
'

.

: 

.

\
-

'
新

.聞

印

刷

が
.印

刷

業

者
.の

支

：配
.を
；離

：れ

：た
：
i
等 

も
又
同
斷
で
あ
つ
た

6

一
 

七
九
〇
牟
代
に
始
ギ
つ
た
此
變
箪
は
一
八
尋

 

出
版
業
渚
の
出
現
.に
よ
つ
て 

印

I ,
に
な
つ
た
。
無

^*
公
立
學
校
が
寒

.籍
を

*

要
し
始

.め
、市
.場
は
外
延
に
於
て
も
内
包
に
於 

て
も
發
達
し
つ

、
$

た
。？
自
ら
植
字
製
版

■を
，な

3

自
ら
印
刷
を
な
す
實
際
印
刷
業

^

は

*
 

早
ゃ
ー
事
業
を
脱
扱
ふ

：：

こ
ヒ
が

..出
來
な

(

な
つ

■

マ
レ
ュ

r 

•ヶ
i

タ
）
：は
：元
來
印
刷
及
び
出 

版
業

#

で
あ
り
兼
て
小
賣
寒
を
も
營
む
だ
が
、一
八
ニ
九
年
其
事
業
を
繼
承
し
た
ヶ
リ
ー
父
子 

商
會
«
禅
ら
出
版
の
み
を
業
ど
す
る

“)

ゴ 

> 

な

.う
、一
■
八
三
一
年
出
版
業
者

w

し
て
業
務
を
開

始
せ
る
ダ
ー
一
ヱ
ル

.ァ
ッ
.，ブ
.
ル
ト
ン
は
、デ
ィ
丨

.アッ；

‘フ

W

ト
ン
會
社
を

‘起
し
、，一
八
一
七
年
ジ

■'
そ
丨

_ 

ム
ズ
及

&

ジ
ョ
ァ
：

v
;v
v
l
>パ
：—

 

Q

_始
せ「

を
一
般
魄
刷

T
;
:場
ょ

t

發
達
せ
る

.
ハ.
1
パ

|

兄
-輿
商 

會
が
：

-*
八

11.

ニ H
#

に
.細
稱
せ

’ 

6
吟 

ッ.
ト
會

'社
、リ
ッ
ト
ぐ
ブ

 

'フ
ク
ン
食
社
、パ
：，ト
ナ 

ム
父

-子

®

會
等
も

.
•
,八
.
1
1
1
.

六
年

7-
5
.至

1
.
<零

0

年

^

«
輪
货
ら

「

：れ
た
の
で
あ
る
。

 

: 

,
W
®:
業
考

@
ー勃

»

及
：
_

與
勢
カ
：

&

影(

響
は

.t:

A

m
ra
年
發
；行
せ
ら
れ
た
る

「

フ.ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ 

ァ「

活
版

^

合
委

«

會
の

—

ィ、乏
デ

,

ス
ィ
ァ
ー
市
都

_

_
職
土

1

君
に
：對
す
る
陬
情
，書
每
中
：に

' 

節
潔
：.明
摩
に
.記
述
せ

 

6
 れ

/2
o
: (

H
a
to-
s
r
: 

T
r
a
d
e
s
*
a
n
i
o
n
;

 s
e
p
t
‘6; 

I.Q
O
3
4
r 

q
u
o
t
e
d

 .
b
y

n
o3:
m
o
n
s 

pp. 

4
4
7
-
4
4
,
0
:

く
、

ノ

「

當
市

.に
，於

.t
:は
書
ぐ
共

.書

餅

，
な

：る”
f

nn
に

關

職
.
.サ

る
.三

秘
.の

最
.
も

避け
：：：

雛

：
き

，

階
：：

級

，
i

 

印
刷
職
エ
、傭

_

印
，
刷

業

者

、
出

版‘業

^

が
條
々
に
相
互

.及

.び
社
會
に
對
す
る
相
關
的
地
位 

を
變
：動
し
つ

 

> 
あ
る

)

こ(

士
は

.注

E

す
る

«

値
.が
办
る
。

.
活
版
業

.に
於
て

.實
際
活

JK
.業
莕 

が「

必
寒
な
る
一
物

」

ぐ
し
て
勸
へ
勞
は

.熱

.心
に
探
索
せ
ら
れ
、十
分
に
酬
ひ
ら
.れ
た
時
代
が
ま 

(?
新

し

い

こ

ミ

で

あ

る

士
 g

憶

し

て
®-
.■る

现

在
.せ

る
'多
.數
,の
.人
々
が
あ
る
。

.傭
主
も
亦

. 

彼
等
自
身
の

«

雜

を

へ

言

出

：す.こ

く
レ
が

許

さ
.れ
、
：
.
:
•且
-
‘つ

規
’則

正
'
し
.{

且
.
つ

迅

速

に

受

取
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八
三
〇
半
代
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ア
メ
リ
ヵ
に
於
け
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全
國
勞
働
組
合
の
活
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第

三

虎

J
j 

る
ベ
き
も
の
を
得
た
。

然
る
に
出
版
業

#

は

®
も

重

®

性
の
少
い
人
物
士
し
て
彼
の
礙 

勢
..な
る
共
：同
蕃
の
動
作
を
待
受
け
、最
後
に
利

‘得
.の
彼
に

11
す
る

.部
分
を
懷
卜
し
た

0

Ji

代
恐
懺
の
、諸
特
性
：の
中
、傭

.患

.印
，刷

.' 業
渚
が
仕

^

を
引
受
ぐ
る
極

端

に

低

廉

な
る
料
率
ょ 

り
：願

_

な
.：

る
i

s
は
，他

“

#

摩
'を

#;
'
:
き

、
此

；：

烈

：：
し

.

：备
.每

；惡：

を
：雜

牟

侧

へ

に

於.て：

恒
；
疋

：す

，る
：：意

藥

译.極

：：
め
：.て
マ
稀
*
:で
ぁ
ノ
る

0
 

じ

V

故

.
に

職
:1

の
'賃

«
'
.
.
に

之

を

：負

'擔せ
，し

む

る

こ
ど
■
は
最
‘も
起
り
得
べ
き

^

柄
で
ぁ

. 

る
：く
：懸
念
せ
ら
れ

.た」

。

換
言
す

^
 

®
 

マ

J

を
以
て
傭
生
印

.刷
業
者
を

®

p

t

T

,
ff
i
 

靡

な

：名

料

金

を

；以'p
tt
w

を
な
さ

E

め
る
こ

.

^

M
出
來
た
。
然

V

乍
ら
傭
主
は
此
低
；減
を

«
 

银
#

«
の
形
態

(:
於
て
職
：エ
に
轉

#

$

食

tn 

R
沛
業
者
は

«

餘
を
減
额

'す

る
：.

こ，ビ
を

.餘
' 儀
な
ぐ
せ
し
め
ら
れ
た
の
：み
な
ら
ず
ニ
ー
一

 

分 

の
ニ
人
及
び
徒
弟
の
錄
摩
な

 ̂

^
 

 ̂
^
 
0
 
f 

 ̂

V 
 ̂

0
 

0
. 
^
: 
{ 

 ̂

,
u 

^ 

I
に。

一

\

1
0

—
1
1

〇
年
代
に
始
ま

‘つ
た

®'
弟
制
度
の
崩
».は
三
〇
年
代
に
.大
に
急
を
吿
げ
る
こ
ミ
 ゝ

H

 

一
 

A
 

5
一
 

年
一
一
ュ
！

ョ
ー
ク
活
版
紐
公
の

_紐
織
せ
ら
れ
た
へ
る
當
时
に
於
け
る

W

業

.•i
l 

.
f
;
. 

-

v-
.
f
r
i 
厂
 

r

•卜 

i
> 

j

f 

.
:
1
_
.

レ

r

m

j-
1
:̂
_.- 

^
-
,
1
.
1

の
沈

.
&
狀
態

.
0
汸
，

.を

.述
ベ

_る
.に
.
.方

6
,少
.韵
_の
.報
.
.}1
.を
：
.以
て
失
踪

.せ
る
徒
弟
を

.，使

.傭

..す

.る
愼
：

潜
を
擧
-げ
た

.;
'0
彼
等
は
％
ー：分

の

-:
人」

ど：呼
ば
れ
、斯
業
界
に
於
け
る
大
愛
好
物
で
あ
つ
た
。

加 

之
、印
刷
周
の

'ft
l

部
は
入
こ
る
こ
せ
を
許

さ

れ

た
ロ

.
1

,棒
を
极
ふ
子
供
は
、短
時
日
の
間
に
恶

ロ 

か

、ら

印

刷

江

場

のfj
ry
に

至

る

徑
.を
覓
出
し
、®
*
の
印
刷
職
工
を
失
業
せ
し
，め
る
の
で
あ 

る
o
. I 

A

H
六
¥

全
國
大
會
に
地
方
龃
.合
を

.糾
合
せ

-
し
め
た

0

:

は：
.此
：徒
：弟
の
問
.題
で
あ
っ
た
。

而
し
て
之
を
誘
導
も
た
直
接
の
事
件
は

フ

ン

ン：ト
ン
の
ダ

?

ダ
ソ

I

ゾ

の
印
_
エ
場
に
發
注 

し
た
。：
グ
リ

I 

W
姐
始

.め
か
ら
勞
働
者

_

迫
：政
策
を
執

「

り
、先
づ
一
週
十
ド
ル
の
質

銀
-:

を
_八
ド 

ル：に
減
額
し
ょ

ぅ

y
j

企
て
た
。
然
し
此
事

.に
は
遂
に
朱
敗
し
た
が
、彼

.は
職
エ
を
斷
.へ
す
腮
逍 

し
て
遂
に
能
ぐ
居
殘
勞
：働

-
時
間
ニ
十

'セ
ン
ト
の

#'
銀
を
十
六
セ
ン
ト

■三
分

0
1
:
1

に
減
：糊
し 

得
：た

0

で
あ
つ
た

,:
°
:
.第
ニ

.に
彼
成
四
、五
十
名
の
少
年
を
エ
場
に
採
用
し

.た
。

然
る
に
.彼
は
一 

八
三
四
年
焚
に
小
額

®

費
用
を
以

.て
事
業
を
擗
張
す
る
の
訐
書
を
樹
て
た
。
彼
は
庇
に

「

テ
レ 

グ
ラ
フ

」

以

外

に
一
'ー
稱

0
 

.
新
“聞
を
發
行
し
て
屈
つ
た
が

®

に
.、醫
學
、宗

1

.
恶
、エ

«

に
關
す
る
雜 

誌
を
發
行
せ
ん
士
む
、之
拉
關
聯
し
て
印
刷
職

H

を
訓
練
す
る
勞

.働
渚
の
所
謂

「

筋
肉
勞

働

學
校

」

、

ダ
.
1
彳
ン
の
所
胃

「

ク
シ

W

ド
ン
硏
究
所

」

を
設
け
、此
處
に
收
容
し
た

.
ニ

1-
1
名
の
子
供
は
彼
の
雜

.
Q

s

$
ー八三

0

¥代のァメ

”
ヵ
1!
於
け
る
金
國
勞
觸
紕
合
の
沽
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け
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S
!號

六

四

M
_
の

：仕
W

を

爲

：
し
：
' つ

、
職

'業

%

條

#
ッ.

-

^

.■
-

«

-ド
：#

_

.の
_

金

备

：缚

七
年
0

部

_

滿b

 

.0
際

に
.
は

^

敗
を
獨
立
開
始
す
る
に
足
る
資
力
を
得

^
計

®

で
あ
つ
た

,0
..

:
「

コ
ロ
ン
ビ
ァ
活
版
組
今

」

は；直
に
抗
議
し
た
。
職
工
は
彼

®

が
.徒
弟
日
數
を
规
律
せ
ん

ビ

す 

ふ
こ
：
,

を
否
定
し
介
け
れ

V」

も
、彼
等
の

.，職
業
に

.於
け
る
所
有
權
を
耍
求
し
た
？

「

委
員
は
言 

或
吾
等
は
印
刷
業
潘

_

印

»
職
ェ
の
園
體
で

-
あ
る
。
職
業
を
條
将
す
る
爲
に
數
年
を
*
し
た 

る
?;
€

は
令
生
针
の
爲
に
職
業
に
從

sl
i
し
て

®

る
。

そ
れ

.は

ji
t

產

.の
間

.題——

財
產
の
生
要

0 

的
に
靡

^

る
も
の

.

I
で
あ
る
。
そ
れ
は

.罟
等
に
自
身
及
び
家
族
の
生
活
を
維
持
せ
し
め
る

」

ど
。
 

而
し
て

-M
に
.全
國
活
版

»

合
を
辑
立
す
る
最
も
適
當
に
し
て

.有
效
な

.
る
方
法
を
考
梭
す
る

®
 

にM

娄
員
會
が
任
命
背
ら
れ
た
の
で
あ
つ

.
た
。

一
八
三
四
ハ
牛
は
沈
褎
畤
代
で
.あ
つ
た
か
ら
夫 

以
上
の
手
段
ゅ

.

翁

、b
れ
な

' 
か
っ
た
？
；「

コぃロ
.
ン
.
ビ
ァ
活
版
組
合

」

は
グ
リ
ー
ン
の
學
校
に
於
て 

敎
师
说
ネ
地
位
に

0

か
ざ
る

^

ぅ
職
工
に
依
賴
す
る
囘
齿
の
發
行
を
以
て
十
分
な
り
占

K

馆 

し
た
。：

.
然
る
に
：

1
:
,
八

5

五

：
：
年

三

月

職

；
：
ェ

，
が

百

一

つ

て

攻

勢

士

な

つ

た

||
,
¥
、
コロ
シ
ビ

'
:ァ
«1 

合
は
：年
熟
練
勞
働
者
の
使
俾
傭

H

レ
»

銀
：低
廉
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す
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憤
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激
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に
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瑜
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：
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付
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.
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。
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翌
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。
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.
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總
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總
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.
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。
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總
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冒
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。
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總
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濟
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れ
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で
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に
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寒
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の：事
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方
而
ぽ
沈

«

の
氣
運
が

m

ぅ
、失
業
ビ
窮
迫
が
廣
汎
に

.及
ぶ
時
代
：
.に

：
は

、
勞

働

：
着
 

は
政
治
に
ょ
つ

.て
開
德
を
圖
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
き
產
業
界
の
情
勢
で
あ
る

_

問
短
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質
銀
僧
；額
職
：業

_

則

^
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的
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す

、
る

勞

働

鈕

合
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無

.

力
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な
も
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：で
あ
る
。
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之
、勞

»

激
は
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、近
著

t

ぐ

典
數
を
增
斯
し
た
る
會

®!
が
恐
條
に
對
し
て
賢

.
'任
を
有
す
る

€

思
惟
す
る
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然
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に
會
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は
其
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CD
:

*
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^

:

^
に

Jh
ら
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3i
:

性
質
も

®

化
す
る
に
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つ
た
。
初
切
に
衿
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多
ヾ
寒
善
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：又
は
敎
育
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體
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'で
あ
つ
た
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料
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。
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つ
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。
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し

た
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な
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占
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を
誘
發
し
、
 

に
非

15
主

^

て
へ
の
つ
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。

是
は
一
般
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；
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を
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.
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又
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ょ
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が
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「
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催
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結
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を

邪
.道
，
：
.に
®
れ
た
の 

で
あ
る
。
之
が
匡

1£
:は
投
禀

_

ち
政
治
的
手
段
：

U

よ
る
の
で
あ
る

」

ど
言
ひ
、

「

勞
働
紐
合
は
よ
き 

も
.
.
の

：
で

あ

る

。
:

.
，

ぐ

共

社

#
'

の
不
&

な
る
狀
態

.
の

效

艰

を

改

善

す

.
る

で

あ

ら
ぅ
。

然
し

»

追
：

 

-の
极
本
原
，因
を
炎
除
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
？

此

x

乂
除
は
投

*票

に

よ

つ

て

'«
さ
れ
な
ぐ
て 

は
な
、
b
ぬ」

ぜ
主
張

t

た
。(

Q
o
f
o
n
s
,

 

P
P
，
4
5
8
-
4
6
6
>

多

：
ぐ

の

處

に

於

：
て

.
勞

働

者

は

政

:̂
{-
猶
へ
ん
だ
事
、フ
ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア
の
勞

«

者
は

协

同

酬
 

度
に
進
ん
で
行
，つ
た

Q 

.好
況
時
.代

「
に
存
す

V

る

；
協

‘
姉

制

，
度

：
^

し

ぐ

な
 

い
。：
而
し
て
夫

'は
普

®

に
勞
；働
者
が

.摩
己
：の
滿
足

.を
得
る
や
ぅ
に
調
節
し
#
な
い
傭
生
ビ
の 

相
興
よ

6

發
達

：
，
'
じ
た

o

斯
ぐ
て
ニ
ュ

I

.ョ

ー

ク

の
大
エ
は
一
八
三
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に

方 

P

0

ら
賣
買
の

f
t 

m，當
：
る

こ

ど

を

提

案

し

、
シ

ン

シ
.

テ̂
ィ
の
裁
縫
職
エ
は

«

合

店

«

‘
を

以

て
 

事

*

主「

を
威
脅
し
、セ
ン
ト
•ル
イ
ス
の
裁
鏠
職

0:
は
協
_
店

»

を
拙
設
し
彼
等
：の
：賃
率
表
を
承 

諮
す
る

.迄
其
營
業
を
繼
續
し
、一

A

H
六

#

4

ュ
!

ダ
ラ
ン
ス
ゥ
ィ
ッ
ク
の
製
‘靴
玉
も
亦
傭
屯
に 

#

坑

し

て

，自

己

の

店«

を
[»
]

設
じ

た

。

然
し
是
等
の
述
動
は
孤
立

.せ

る

も

.，の

であ

り

、
フ

ィ

ラ
 

デ
-
ル

7

イ
ア
の
勞
働
組
合
が

.雜
ぐ
協

.同
制
度
に

.加
は
っ
た
の
は
、

|
八
_三
六
年
木
ま
で
见
ぬ
こ

を
-
.で
.も
：つ
た
？

v

指
'物
，職
工

■は
,
一：
 

'八、
.三
六
年
に
，至
つ
て
同
市
最
大
，の
家
，具

'店
，.を
所
有

.す
：る
に
率 

も

、
婦

人

用

靴

製

；
造

，
，
職

エ

.
は

士

--
*個
月

.の
ス
ト
ラ

.ィ
キ

.の
後
協
同

.主
義

.

.の

.

「

訂

家

土

場

」

を

_
業
し
、之 

を

：
以

て

勞

働

•

に
.

#す
る
正

•

な
る
報

_

を
_

保
す
る
唯
一
の
手
段
を
知
：も：に；至
つ
だ
®
著
な 

證
據
：で
ぁ
る
今
爲
、し

'た
。：：

又
：市
外
に

.於

^
■
る
_

機
，織

■職
工

.も其
：：

南

協
：：

_

店
：铘
：を

0

(

6

に
至 

ち
裁

_

職
：.1:
、製

'帽
職

11
:
、製
錬
職

^

も
同
：榇
の
計

#

を
有
し
準
備
し
づ
、

I

'
た
！
 

’

諸
業
勢

.働
組
合

0

機
關
嗎
#
シ
ョ

fii
 
\ラ

J

は
脚
問
題
を

論

，述
じ
、
紙

；合

S

自
ら
賧 

同
組
合
ぞ
發
擎
せ
し

'む
、べ
き
こ
ど
を
由
張
し
、每
週
又
は
每

_月
拂
込
ガ

"法

f

m
て
#

lp
)

_
ii
^
 

が
使
用
す
る
事
：業：

*

金
：，
4

蒐
集

3
、各
：卿
合
は

■諸
業
組
合
に

‘毎
月
十
セ

' 
ン
ト
を
鱗
金
し
、站
金
は 

共
.：'同

^

)1
の
辟
始
，を

^

妳
し

«

失
の
：保

|?
徒
弟

.

.又
'ぼ：
'組
.合

1員
.の
1子
弟

'^'
敎
”背
.す
る
爲
.に
學
校 

を
設

*
す
る
に

.

.舟
ひ

.
ら
れ
る
の
で

声

ヴ
て
、推
算
に
ょ
れ

.ば
此
方
法
を
双
：て
十
個
年

|!
)
1に十で一 

0̂ル
の
*
命

^

蒐
_
す
る
こ
今
が
財
來
る
の
で

ぁ

，
る

。

諸
槳
勞
働
龃
合
は
協
同
制
度
の

I-
J 

的

办

爲

じ

加

入

せ

；
る

同

業«

貸
付
ぐ
る
こ

-

を̂
得

V」

の
.
.條
塡
を
會
•則
に
柿
入
せ 

ん

^

し
：で

+

1
月
十

3£
'
0:
#
:鼻
會

"を
：：任

命

し

た

。
、
機

會

迦CD
修

:I
H

は
‘
加

入.ゼ

る
'
紙

合
の
承
認 

を
必
要
ど
す
る
於
故
に

「

ナ
シ
ヰ
ナ
ル

•
.レノー
ノ
ラ

_丨」

は
各
組
合
が
贊
畓
兩
教
.の
代
表
を
選
出
し 

$
1

十
二
#

:

0三
七
§:
.

1

八
1
§
牟
代
0
ァ
メ
リ
ヵ

1
-
1
於
け
ゐ
全

_
勞
經
合
の
浓
動

.
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:
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十
•
.
ニ

卷

.S

七
四)

：

一

八
'
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代
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メ
リ
ヵ
に
於
げ
る
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■
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锻
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號

ソ
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T
.

般
會
議
を
開
催
せ

.ん
こ
ヾ
し
を
提
案
し
、，一

' 
八
三
七
年
始
ょ

.り
數

ra
會

m ;
が
.
開
催
せ
ら
れ
、出
席 

せ
る
代
表
者
は
大
凡
，

「

一
名
に

b

T

•
加
’紐
合
の
殆
ん

」

ざ
全
部
が
代

)

游
せ

.

.ら
れ
た
，

」

，ヾ」

も
あ 

マ
た
。，：：

.而
し
て
三
月
に
至
つ

.て，次
ゆ
決

_

が
.可
決

-せ
ら
れ
た
？，乃
も

「

本
會

_

に
於

^:
紕
合
を 

代
：表
せ
る
代
員
は

*

々
.
の
.紐
合
に
於
け

/-
る
一

.
週
十
人
の
勞
働
若
俠

«.
に
耍
す

"
る
：
械

：
料

：：
幾

を
 

ガ
す

^

書
を
次

®

§

集

*

に
：
.提

W

せ
し
む
べ
き
；こ

，

%

.
^;
_

文

»

«?
ぬ
有
能
勞
働
者
に

「

支
拂

. 

ぶ
，
貨

鐵

：
取

び-0
 
0

如

$

爾
品
を
市
場
徵
格
を
以
て
販
賣
せ

-

る
.場
合
の

.利
潤
を
も
示

t;
ベ
き
.こ
 

ど」

之

^

あ
る
？
然
し
へ
會
議
は

^

爾
电
爲
に

‘妨
害
せ
ら
ル
た

。

：：
.
'
.
.
.

あ

v

b^-
る

他

の

'
計

#に破
れ
た

.
る

'
後
勞
働
者

‘
は

；
最

後

Q

 

“

を

'
.
敎

■

育
に

0

し

た

，
。

彼

等
は 

職

#

^
保
謙
咬
爲

.
e

 

S

,
、第

!

に
彼
等
：の

「
道
.德
及
び
細

« (
狀
.態」

吸
改
善

.
§
爲
に
：同
業
組
合 

の；鈕
：織

’を
：袈
求
：

'
し

：
へ

た

产

此

：
柄

餘

尠

ぐ

：
将

「

八

三

ふ

^

ィi

フ

デ

W
フ
ィ
.ァ

に

於

て

は

事
I

實
 

で

.
办•

つ

た

.
。

製

ー

靴

職

エ

、
侮

舉

*

造

職

エ

'
、
裁

_

職

番

_

陳

職

エ

麻

韦

職

嘱

^

掃

着

造

)®
エ

，
等
の
.
代

. 

表

*

の

集

會

に

於

て

、
1

八

三

.
九

年

一
.

月

七

.
：

H
、

バンク俾工キス

「

みン

.
ジ
♦
ホ
'
ス

W
に
'於
て

「

市

的
及

.びフィラ

.、デ

 ̂

7 

'ァ
邵
の
各

®
•の
同
業
勞
働

.紐

.

.合

.

.の：
一
‘.般
.大

.會

.

.

.
を
開
催

.す
ン
へ
：き

：：

決
議 

を
姐
：過
せ
し
め

G
。
：
大
會
に

'
は

|1
1

A
M 

0
.

化
.■表
.者
：の
.
み
化
ら
：
t
‘問
柒
煢
働
輯

 

<
"又
.は
..諸

業

努

働

龃
♦

の

代
表
者
た
、ら
ざ
れ
共
有
能
た
る

H

«

技
術

.家
の
利
益
を
促
.進
す
る
こ
ビ
に
好
澈
を
初 

す

る

者
の
出
席
を
も
歡
迎
し
た
。
其
處
で
數
名

.の
傭
虫
政
治
.家
が
此
大
會
を
政
治
に
向
け
や 

ぅ
ノ
レ
の
意
思
を
以
て
出
席
し
た
。
然
し
是
等
の
者
は
集
會
か
ら
拒
否
せ

_ら
れ
た
。

大
會
は

一

月
七
日
ょ

6
. 
ニ
月
ー

_「

十
六
日
に
亘
り
、出
席
せ
る
代
表
宥
は
八
十
名
で
あ
：つ
た

。
: 

而
し
て
討
譏
の
主
要
な
る
間
題

 

'
.
は「

職
ェ
の
道

'德
：
.狀
態
の
改
善
に
關
す
る
同
業
推
合
の

tt
織
で 

あ
つ
た
。

一
月
中
は
毎
週
一
囘
、一

j

月

.七
日
ょ
り
：は
舞
週
：こ
囘
大

.會
を
：
_

;#
し
、ニ
月
ニ
十
ニ
日 

に
次
の
決
議
を
採
擇
し
た
。

「

技
術
の
各
部
門
に
組
合
を
組
織
す
る
こ
气
脒
存
の
_組
合
は
菅 

的
を
充
分
に
實

'行
す
る
爲
に
，

®:
接
.
.の

«

極
的
手
段
を
講
す
る
こ
く

「

合
.同
同
業

ft
合
及
び
諸
業
，
 

紺
合
を
組
織
す
る

.」

ど
、實

'益一あ

' 
る
知

®

の
涵
養
の

‘爲
に
文
學
及
び
科

'學
：硏
究
所
を
組
織
し
、
一
 

八
一
一
.九
.年
成
立
せ
：：る

「

職
又

_

書
.辦
を

1

承
し

'て

即

時

；

設
：：

立
：す

る

讀

螽

 

び
癖
義
の
諸
室

〉

を
有
す
：

f
職

H

f
館
の

.建
設
を
な
す
べ
へ

'き
こ
ど

」

之
.で
あ
る
。
又
ァ

.メ
リ
力
全

. 

土
に
諸
業
勞
働
組
合
を

.«1
_

す
る
こ
く
を
勸
め
る
決
識
が
採
擇
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
葉
領 

'實
行
の
第
 

一
il
>

は「

市
內
及
び

：

郡

內

0.
職
：ェ
：諸
君
に
對
す
る
陳

It」

を
砠
草
す
る
舄
に

#

員
，を
成 

命

し

た

へ

こ

士

で

あ

？

た
。
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